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住友不動産株式会社は、運営管理する再開発街区「大崎ガーデンシティ」において、街区就労者、居

住者、周辺町会とともに品川消防署、品川消防団と初連携による、地域防災力の向上に寄与する大規模

な防災啓発イベントを 2019年 3月 13日に開催致しましたのでお知らせいたします。 

当イベントでは、品川区内で最大震度 6 強の地震が発災、二次災害で火災が発生したことを想定し

て各種訓練並びに消防演習を行いました。当街区の周辺には、木造住宅密集地域が未だ残り防災上の課

題を抱えています。地域の方々に有事の防災拠点となる当街区を改めてご認識いただくとともに、近年

多発する大災害への備えとして、積極的な訓練への参加を促し、総勢 7,000名超の方々にご参加いただ

きました。なお、当日は「西品川一丁目地区市街地再開発組合」の小林理事長に“一日消防署長”を務

めていただきました。 

 当社は、今後も地域一体での定期的な防災訓練を実施し、街区に留まらない地域における有事の自

助・共助力強化を推進し、地域防災力の向上に貢献してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たな防災拠点として地域と連携した防災力向上を図る大規模防災訓練 

『大崎ガーデンシティ 防火防災フェア 2019』開催 
～地域一体となって防火防災の啓蒙、自衛力向上を目指す～ 

消防隊員、消防団員による共同での一斉放水 再開発街区関係者、品川消防署、品川消防団の皆さん  

品川消防署 久保田署長ご講評の様子 



 

 

 

 

 

１．街区就労者、居住者による避難訓練と消防演習 

◆就労者、居住者の避難訓練 

震度 6強の大地震の二次被害として火災が発生、初期消火では消火不能として施設管理者の指示によ

り、オフィス棟「住友不動産大崎ガーデンタワー」、住宅棟「大崎ガーデンレジデンス」より就労者、

居住者が街区内広場への避難訓練を実施。 
 

◆住宅棟からの高所救助、ハイパーレスキュー隊による緊急脱出 

消防隊が住宅棟より居住者が逃げ遅れた想定ではしご車を使用して建物 5階から救出する高所救助訓

練を実施、さらに火災拡大による危険を想定したハイパーレスキュー隊による緊急脱出訓練を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆品川消防署、品川消防団による共同での一斉放水 

 地元居住者、就労者で構成される品川消防団第三分団が「可搬消防ポンプ」を持参して駆け付け、 

本番さながらに品川消防署員と共に一斉放水を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はしご車による 5 階からの高所救助 救助者搬送の様子 

駆け付ける消防隊員 消防隊員と共に一斉放水を行う消防団員（緑色ヘルメット着用者） 

■防火防災フェア概要 

 

【「消防団」の主な活動とは】  
地元の有志で構成される消防団は、日常的に町会や小学校など地域で行われる防火防災訓練等に赴き、消防署員と共

に指導にあたるなど防災啓蒙活動を行っています。また、大災害のみならず火災発生時には、可能な限り消防署員同

様に現場へ駆け付け、消防隊と協力して消火や救護活動にあたっています。その他、有事にすぐ対応できるよう日頃

より訓練や装備点検を行い、我々のしらないところでも街の防災に努めています。 

現在、東京 23区では 58消防団、439分団、約 13,300名(2018年 4月現在)の団員が活躍されています。 



 

 

 

２．参加者の防災意識を高める各種防災体験 

 この度の防災イベントでは、有事の際に的確な対応ができるよう、よりリアルに災害を体験できる新

型の「VR防災体験車」をはじめ、消火活動、煙ハウス、AED応急救護などの体験コーナーを設置しま

した。また、より多くの方々に訓練に参加いただくため、オリジナルの景品付きスタンプラリーも導入

しました。 

◆より防災意識を高めるリアルな VR防災体験車 

いつ起こるかも分からない大災害に備えるため、東京消防庁が昨年より新たに導入した 国内に 1台

しかない最新の VR防災体験車に参加していただきました。リアルな映像、音などを流し仮想現実の中

で大地震の被災体験をし、災害時の被災がどのようなものか、日頃の備えに必要なことなど再認識して

頂ける体験装置です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆その他、各種体験コーナー 
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はしご車体験乗車 まちかど防災訓練車による放水体験訓練 

AED 体験訓練 

仮想体験する地震のイメージ画像 ©東京消防庁 VR 防災体験車・被災仮想体験（イメージ） 



 

 

 

【参考】地域の新たな防災拠点「大崎ガーデンシティ」概要 

本街区は、JR「大崎」駅より約 400m 南に位置した約 3.9ha の広大な施行区域において 2018

年 10 月に開業を迎えた延べ床面積 17 万㎡超のオフィス棟(地上 24 階建て)、総戸数 423 戸の住

宅棟(地上 22階建て)、約 8 千㎡の広大な緑地広場で構成される総延床面積約 22万㎡の大規模複

合開発です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従前街区は、木造過密地域や高低差のある崖地があり、緊急車両の通行を妨げる狭隘道路など、

防災上の課題を抱えていました。本事業では、業務、住宅、商業などの多様な用途を整備するほ

か、歩行者安全、緊急車輛の通行に配慮した街区周辺道路、災害時に周辺居住者の一時避難所と

しても機能する広大な緑地広場なども整備し、地域の防災性向上を図っています。 

  敷地内には防災水利、かまどベンチ、マンホールトイレなどの防災諸設備も新たに備え、地域

における災害時の拠点となる街区としています。 

＜街区全体＞ ＜上空より＞ 

＜緊急車輛も通過可能な道路＞ ＜一時避難所ともなる広場＞ ＜防災諸設備・マンホールトイレ＞ 

＜従前・街区全体＞ ＜緊急車輛の通過も困難な木密地域の狭隘な道路及び、危険な崖地＞ 

 


